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の

が

強

造

計

算

の

適

合

性

特

ツ
�
 J

み

。

巌

波

ち

は

非

住

鋪

リ

定

£

由

る

罫

C

は

建

一

3
n
L

一
山
川
屯
分
野
の
大
型
老
人
一
即
断
築
穣
認
の
轡
査
期
間
一

EU
ホ
i

ム

や

3

階

建

て

一

一

仰

が

般

大

で

初

日

か

か

ん

クい
�
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速
度
落
と
さ
ず
高
精
度
の
ク
ロ
ス
カ
ッ
ト

い
フ
レ
ー
ム
予
定
。

一
引
そ
開
始
し
た
デ
ン
マ
i
り
、
さ
き
ご
ろ
大
手
2
×
艶
繰
用
穴
掲
げ
加
工
に
も

あ
一
ク
・
シ
ス
テ
ム
T
阿
製
ハ
4
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
工
場
オ
プ
シ
ョ
ン
で
対
応
、
か
可

(
一
イ
ス
ピ
ー
ド
C
お
C
ク
む
に
も
導
入
が
決
定
し
た
。
能
拡
な
る
な
ど
、
生
雌
性

新� 
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日
一
し
‘
2
×
4
コ
ン
ポ
i
ネ
時
三
大
行
で
お

広
一
罷
社
長
)
は
、
C
A
D
/
き
る
。
ヂ
ガ
i
H
3
」
は
、
今
年

成
一
C
A
M
運
動
の
2
X
4
パ
C
A
D
か
ら
の
ヂ
i
タ
も
、
全
間
各
地
拡
導
入
さ

臼
ル
製
作
げ
の
ト
I
T
-
-
K
A
F
1
0
0
機
械
日
療
に
デ
モ
機
そ
出
援

狩鶴鵠

M
M

2
…
タ
ル
ソ
リ
ュ
1
2
」
は
二

唯
一
シ
ヨ
ン
そ
語
供
剛
性
記
よ
っ
て
、
速
度
を
ま
た
、
既
に
多
く
の
突

い
一
ず
る
神
議
械
繕
ど
す
と
と
な
く
、
一
位
向
精
慨
艇
を
誇
る
マ
ル
チ
ア
ン
グ

年
一
(
宗
島
市
、
神
穫
の
ク
口
ス
カ
ッ
ト
が
で
ル
・
カ
ッ
ト
ソ
1
「
フ
ン

平
一
ネ
ル
作
裂
の
工
耗
で
高
い
・
読
み
込
み
ゃ
持
謝
印
字
・
れ
て
い
る
。
最
近
要
望
が

2
×
4
パ
ネ
ス
カ
ッ
ト
う
イ
ン
「
O
P
今
年
開
催
の
名
古
屋
木
工

新
た
に
取
木
江
印
字
も
可
能
で
あ
多
い
m
-
i
J
I
等
の
床
材
の
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腕

節

な

ど

が

特

徴

リ

山

部

山

チ

射
な
っ
て
い
る
�
 B

ζ
業
総
監
盤
監
等
の
基
準
(
摺
穂
2
級
以
り
辺
杉
の
強
援
が
高
か
つ
る
か
が
議
」
と
話
す
。
一

け
の
カ
ッ
ト
と
墨
討
福
島
県
郡
山
吉
、
大
智
駐
韓
ぺ
鰯
縄

九
な
い
木
取
り
の
実
県
摺
#
エ
コ

九
γ
お

れ

制

強

度

は

た
、
2
×
4
5
口
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0

械
と
し
て
も
認
知
事
れ
て
対
応
で
容
な
い
部
分
妃
も
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
ま
た
、
5
0
0
平
方
針
以
…

ブ
ォ
i
マ
ン
ス
の
良
い
機
い
。
従
来
の
C
A
O
T
は
木
造
の
非
住
宅
建
棄
の
増
譲
価
償
却
が
引
い
と
と
、
…

も
巧
能
。
ま
た
、
コ
ス
ト
パ
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
多
齢
者
怜
ま
い
法
の
施
行
で
年
に
出
ベ
泊
年
ど
短
く
、
一

や
各
種
造
作
綜
へ
の
対
応
2
×
4
パ
ネ
ル
製
作
を
す
改
正
省
エ
ネ
誌
や
改
正
一
持
続
耐
用
年
数
が
R
C
の
山
一

を
か
げ
た
う
え
、
ト
ラ
ス
独
自
の
工
夫
を
緩
ら
し
て
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
競
争
力
だ
け
で
な
く
、
法
…

墨
付
け
機
舗
に
も
蕗
き
4
の
国
内
ユ
ー
ザ
ー
は
、
迭
と
い
え
ば
公
北
ハ
建
築
物
木
造
の
利
点
は
コ
ス
ト
一

ト
伊
、
ど
の
C
�
 

c

v

n

公

先

物

件

等

に

使

む

ス

×

る

の

に

対

し

、

適

合

一

A
川

ト

れ

る

と

と

が

多

く

な

即

位

性

判

定

が

不

要

な

木

一

っ

た

。

各

縮

路

工

機

は

き

造

は

お
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U
で
済
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hu
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そ
通
じ
て
業
界
記
非
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宅
ま
り
、
新
た
な
幾
貸
住
宅
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